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　　人口の動き

　一3月1日現在一

男5，069（＋5）
女5，115（＋5）
計　10，184（＋1・）

世帯数2，353（一1）

　　（）前月比較

広

　　948－01
　　中魚沼郡川西町大字水ロ沢12番地（魯02576－8－3111）

発行　町長根津正三　編集総務課文書広報係　定価1部5円　印刷白南風社

3月の休日救急医

16日中条病院（中　条）
21日大島医院（川原町〉
23日山口医院（下　条）
30日十日町病院（高田町）

4月上旬の予定

6日至誠堂医院（西浦東）

1
町
民
税
の
1

　
　
　
申
告
相
談

“
税
金
の
申
告
は
、
ど
う
も
お
っ
く
う
で
…
…
”

　
そ
ん
な
人
た
ち
の
気
持
を
少
し
で
も
和
ら
げ

納
税
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
、
今
、

町
税
務
課
で
は
各
地
で
申
告
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
町
予
算
に
し
め
る
町
税
の
割
合
い
は
、
一
四

％
弱
（
町
民
税
は
約
四
・
四
％
）
で
す
が
、
税

収
こ
そ
温
か
く
、
か
つ
貴
重
な
財
源
（
自
主
財

源
）
と
し
て
、
有
効
に
活
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
今
月
十
五
日
ま
で
続
く
申
告
期
間
。

　
正
し
い
申
告
が
、
明
る
い
町
づ
く
り
の
根
源

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
〃
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
橘
出
張
所
で
〉



1広報かわにし／昭和55年　3月10日発行（第三種郵便物認可） l”1”Ill”lll”Ill”1”1”1”1”1””Illll”1”Illl1111”lllIllllll””1””1”lllll””ll”II”II”11”””1【2】

　
　
　
　
》

　
　
　
　
》

　
　
　
　
　

　
　
　
　
》

　
　
　
　
モ
z

錘

　
　
　

臨
欝
薮
、

　　昭和55年度の当初予算審議を中心とする、第1回の定例議会が先

　月29日から開かれています。予定では、今月21日までの22日間の会

　期をもって、全会計の細部審査を行うことにしています。いずれ、

　成立した予算は後日お知らせする考えですので、ここでは、初日に

　行われた予算と関連の深い、条例の制定、改正といったものにスポ

　ットをあててみました。

閣購灘購－聡懲難i灘雛　蕪　　　　　』講i錨灘翻騨

▲今日新しい生命が誕生する母子センターも

　使用料金改定のやむなきに・

　　母子センターの料金改正

財
源
見
直
し
で

各
種
料
金
の
引
き
上
げ
も

　
新
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

二
十
三
億
八
千
七
百
二
十
九
万
円

で
編
成
さ
れ
、
提
案
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
予
算
規
模
は
、
前
年
度

の
当
初
予
算
と
比
較
し
て
み
ま
す

と
、
四
・
四
三
％
減
額
し
た
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　
予
算
上
で
は
、
前
年
度
よ
り
後

退
し
た
形
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
、
歳
入
財
源
が
必
要
な
だ
け
確

保
で
き
な
い
こ
と
や
、
大
き
な
事

業
が
一
段
落
し
た
こ
と
な
ど
が
大

き
な
理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て

歳
出
面
で
は
、
極
力
切
り
つ
め
た
予
算

と
な
り
、
一
方
、
歳
入
で
は
、
あ
ら
ゆ

る
財
源
の
見
直
し
を
行
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
一
部
使
用
料

な
ど
、
皆
さ
ん
か
ら
直
接
負
担
し
て
い

た
だ
く
も
の
に
も
し
わ
よ
せ
ら
れ
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
条
例
改
正
と
い
う
形
で

実
施
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
以
下
、
そ

の
主
な
こ
と
を
列
記
し
て
み
ま
す
。
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幽
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
使
用
料

・
別
表
の
よ
う
に
改
正

区　分 新料金 旧料金

分　娩　料1件 25，000円 23，000円

同深夜加算料 4，500 4，300

入　所　料1日 6，000 5，000

特別入所料1日 6，000 5，000

管外加算料1日 （4，000円変更なし）

囹
国
民
健
康
保
険

・
被
保
険
者
に
支
給
す
る
助
産
費

　
　
六
万
円
を
八
万
円
に

・
葬
祭
費
と
し
て
支
給
す
る
も
の

　
　
二
万
円
を
ヨ
万
円
に

幽
幼
稚
園
の
保
育
料

　
　
年
額
六
万
円
を
七
万
二
千
円
に

囹
建
設
機
械
等
の
使
用
料

　
町
が
所
有
す
る
建
設
機
械
（
ア
ン
グ

　
ル
ド
ー
ザ
ー
、
モ
ー
タ
ー
グ
レ
ー
ダ

　
i
、
積
込
機
な
ど
）
や
、
土
地
基
盤

　
整
備
用
機
械
（
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
、
パ

　
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
）
の
使
用
料
を
、
平

均
二
五
％
引
上
げ
し
ま
し
た
。

囹
町
営
住
宅
の
入
居
料

平
均
四
五
％
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
が
、

怠“ん「

眠き
プ

） っ　l
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　
　
あ
な
た
の
年
金
？

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
り
、

障
害
者
に
な
っ
た
り
、
母
子
家
庭
に

な
っ
た
と
き
な
ど
に
、
年
金
を
支
給

し
て
生
活
の
安
定
を
は
か
る
制
度
で

す
が
、
も
ら
え
る
権
利
が
あ
っ
て
も

本
人
が
請
求
し
な
け
れ
ば
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
は
、
年
金
制
度
で
は
ご
く
当

り
前
の
こ
と
で
す
が
、
加
入
者
の
中

に
は
知
ら
な
い
人
が
意
外
と
多
い
の

で
す
。
年
金
を
受
け
ら
れ
る
権
利
が

と
う
の
昔
に
発
生
し
て
い
た
の
に
、

や
っ
と
最
近
に
な
っ
て
請
求
の
手
続

き
に
来
る
ケ
ー
ス
が
、
障
害
年
金

に
は
よ
く
見
か
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
、
年
金
の

請
求
手
続
き
を
し
な
か
っ
た
ば
か

り
に
、
い
ら
ぬ
苦
労
を
長
い
間
し

て
い
た
り
、
　
「
知
ら
な
い
」
と
い

う
こ
と
の
た
め
に
、
大
変
損
を
し

て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
さ
て
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
人

で
“
ど
こ
か
ら
も
年
金
を
も
ら
っ

て
い
な
い
…
…
”
と
い
う
人
は
お

ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
国
民
年

金
に
加
入
し
て
障
害
者
に
な
っ
た

人
、
生
ま
れ
つ
き
あ
る
い
は
二
十

歳
に
な
る
前
の
病
気
や
ケ
ガ
で
障

弘
ー
〈
f
し
j

　
D

　
　
　
害
者
に
な
っ
た
人
に
は
、
障

　
　
　
害
年
金
や
障
害
福
祉
年
金
が

　
　
　
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
年
金
の
支
給
対
象
と
な
る

　
　
　
の
は
、
臓
器
、
精
神
、
手
、

足
、
目
、
耳
…
…
…
と
い
っ
た
あ
ら

ゆ
る
障
害
で
す
。
そ
の
障
害
者
手
帳

三
級
以
上
に
当
て
は
ま
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
支
給
条
件
と
し
て
保

険
料
の
掛
け
ぐ
あ
い
（
障
害
福
祉
年

金
の
場
合
は
所
得
や
他
の
制
度
か
ら

の
年
金
受
給
の
有
無
）
が
あ
り
ま
す

が
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

人
、
あ
る
い
は
“
こ
れ
は
ど
う
も
当

て
は
ま
り
そ
う
だ
…
…
”
と
い
う
人

は
、
お
近
く
の
国
民
年
金
委
員
か
、

国
民
年
金
係
の
窓
口
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
　
　
一
度
町
役
場
に

　
　
　
　
　
相
談
し
て
み
て
は
…
－
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山
野
田
住
宅
に
つ
い
て
は
、
五
十
六

年
四
月
一
日
か
ら
実
施
で
す
。

　
大
倉
・
白
倉
を
予
定

　
　
　
年
次
計
画
の
簡
水
建
設

囹
簡
易
水
道
の
使
用
料

．
一
般
用
、
営
業
用
な
ど
、
全
体
に
わ

　
た
り
改
正
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う

　
ち
、
一
般
家
庭
用
の
給
水
料
十
立
方

　
メ
ー
ト
ル
当
り

　
千
円
を
干
二
百
円
に

・
超
過
料
金
一
立
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

　
　
八
十
円
を
百
円
に

　
（
以
上
の
改
正
は
、
八
月
分
か
ら
実

施
と
な
り
ま
す
。
）

　
ま
た
、
給
水
工
事
の
加
入
金
の
う
ち

　
一
般
家
庭
用
を
み
て
み
ま
す
と
、

　
口
径
十
三
ミ
リ
の
場
合

　
　
一
万
円
を
一
万
二
千
円
に

　
口
径
二
十
ミ
リ
の
場
合

　
　
一
万
一
千
円
を
一
万
三
千
五
百
円

　
に
値
上
げ
し
た
ほ
か
、
新
年
度
簡
水

　
建
設
を
予
定
し
て
い
る
大
倉
・
大
白

倉
・
小
白
倉
部
落
を
給
水
区
域
に
加

　
え
ま
し
た
。

囹
錦
鯉
越
冬
施
設
の
設
置

小
白
倉
地
内
に
昨
秋
完
成
し
た
錦
鯉

越
冬
施
設
に
つ
い
て
、
管
理
条
例
を

設
け
た
も
の
で
す
が
、
使
用
料
金
に

　
つ
い
て
も
規
定
し
て
あ
り
ま
す
。

通
常
の
使
用
料
は
、
年
間
百
万
円
で
、

　
こ
の
実
施
は
昨
年
の
十
二
月
に
さ
か

の
ぼ
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
施
設
は
、
町
錦
鯉
組
合

が
利
用
す
る
も
の
で
す
が
、
町
の
施

設
を
長
期
的
か
つ
独
占
的
に
利
用
す

る
こ
と
に
な
る
た
め
、
特
別
議
決

　
（
出
席
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
同

　
意
）
に
よ
り
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
が
使
用
料
な
ど
の
改
正
で
す
が
、

こ
と
わ
り
書
き
を
し
て
あ
る
も
の
以
外

は
、
全
て
四
月
一
日
か
ら
、
改
定
後
の

金
額
と
な
り
ま
す
。

　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

舞蹴
馨

▲春を待つ錦鯉・温水越冬施言

新
年
度
に
は

　
町
史
編
さ
ん
の
着
手
も

　
前
述
の
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
条
例
も

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
町
三
役
の
給
与
の
改
定

○
教
育
長
の
給
与
の
改
定

○
議
会
議
員
の
報
酬
に
つ
い
て
の
改
定

○
非
常
勤
特
別
職
（
農
業
委
員
以
下
各

　
種
委
員
）
の
報
酬
の
改
定

　
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
報
酬
等
審
議

会
の
答
申
を
も
と
に
変
更
し
た
も
の
で

す
。
　
目
新
し
い
も
の
と
し
て
、
町
史
編
さ

ん
委
員
会
条
例
の
新
設
が
あ
り
ま
し
た
。

　
新
年
度
か
ら
、
町
史
編
さ
ん
に
着
手

す
る
た
め
、
そ
の
組
織
づ
く
り
な
ど
を

規
定
し
た
も
の
で
す
。

o
ぽ
。

　
　

　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

遡
議
会
の
日
程
【
予
定
】

％●，

●
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
ロ

モう

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堕
2
月
2
9
日
・
条
例
改
正
等

　
　藻
3
月
4
日
・
町
長
の
施
政
方
針
演

ポ
●
臨

；＝；：；＝…＝…＝…＝…＝…：…：…3…：…：…3i：…：…：…：…3…3銑3三3ぽ：…：…；泊

　
ま
た
、
干
手
保
育
園
の
園
舎
完
成
に

と
も
な
っ
て
、
位
置
の
変
更
と
あ
わ
せ

収
容
定
員
を
七
〇
名
か
ら
百
名
に
変
更

し
た
条
例
も
あ
り
ま
し
た
。

　
●〃　　〃　　〃　　〃　　〃　　〃

18141210　6　5
・　…　　　　日日
19151311　・　・
日日日日総‡［

〃

　
　
　
説
、
提
案
理
由
説
明

5
日
・
担
当
課
長
細
部
説
明

6
日
・
総
括
質
疑
建
社
委
員
会

産
厚
委
員
会

総
文
委
員
会

各
会
計
質
疑
・

　
　
討
論
・
採
決

21
日
．
五
十
四
年
度
各
会
計

　
　
補
正
予
算
等
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脚
纈
　
謹

　
　
　
　
　
　
雛
購

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
鞭
，

　
　
　
　
　
　
　
　
難
蹴

　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
鞘
灘

　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
悪
護
　
　
　
　
　
　
　
翼

欝霧
鍵
　
　
騒
醗

灘
羅
燃

　　　　　　注意しましょう

　全く予想を裏切られたような今年の豪雪。ふり

返ってみますと、町では2月16日午前9時にミ豪

雪災害対策本部ヤを設置し、非常事態に対処して

きました。参考までに今冬の最高積雪は、2月18

日早朝で、

○消防分遣所　　3．7メートル

o白倉小学校　　3．4メートル

o高倉小学校　　3．62メートル

という状況です。

　ところで、豪雪の後遺症はさまざまな形で表わ

れますが、最も危険なのに養なだれヤがあります。

　融雪災害・農作業の遅れも心配ですが、まだ当

分の間はなだれに十分注意したいものです。

募集！！一一
町行造林作業班員

　町内の山林地帯で、伐採、地ごしらえ、造林な

どの作業に従事してくれる人を募集しています。

1募集人員　男　子　　35名

　　　　　　女　子　　　6名

2条一件男子は、チエンソー、刈払機の操作

　　　　　　ができる人30人、大型車や普通免許

　　　　　　のある人5人。女子は55歳までの健

　　　　　　康な人。

3従事期間　55年5月1日～同11月15日まで。

4特　　典　全員短期雇用保険に加入のほか、車

　　　　　　を運転する人には運転手当を支給。

5申し込み　健康診断書1通及び免許所有者は持

　　　　　　参のうえ、産業課林業係まで申し込

　　　　　　むこと。

6しめ切り　3月31日まで。

◎採用は、選考のうえ4月5日までに各人に通知

します。
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こご協力を！！献
昨
薦

度
の
献
血
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

間
を
通
じ
て
五
回
で
す
。

セ
ン
タ
ー
で
採
血
い
た
し
ま
す
の
で
、

　
　
“
一
年
に
一
回
・
一
家
に
一
人
は
献

血
を
”
、
こ
ん
な
目
標
を
掲
げ
て
新
年

　
予
定
と
し
て
は
、
別
表
の
よ
う
に
年

　
さ
し
あ
た
り
、
四
月
十
日
に
は
総
合

績は664名

多
数
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

　
と
こ
ろ
で
、
最
近
は
、
献
血
に
対
す

る
認
識
が
高
ま
り
、
協
力
者
が
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
場
合
は
、
別
掲
グ
ラ
フ
の
よ

う
に
四
百
七
十
三
名
の
採
血
目
標
に
対

し
、
六
百
六
十
四
名
と
い

う
多
数
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
安
心
し
た
生
活
を
営
む

う
え
で
も
、
自
分
の
血
液

状
態
を
知
っ
て
お
く
こ
と

は
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
町
で
は
、
採
血
し
た
方

々
全
員
に
血
液
検
査
結
果

表
「
生
化
学
検
査
成
績
表
」

を
配
付
し
て
い
ま
す
。

▼54年度献血結果

▲年々協力者が多くなる献血（54年4月）

実施日 時　　　　間 会　　場

4月10日
午前　　　午後
10時～　3時

総合セソター

6月4日 〃 克雪セソター

10月2日 〃 総合セソター

11月26日 午前　　　午後
1　　～

橘　支　所

11月26日 簿時～騰 上野連絡所

　
》
今
年
の
採
血
予
定

ま
た
、
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は
希
望
に
よ

っ
て
、
貧
血
検
査
を
無
料
で
行
っ
て
い

ま
す
。
継
続
し
た
献
血
が
で
き
れ
ば
、

自
分
の
健
康
管
理
に
な
り
ま
す
し
、
会

社
で
あ
れ
ば
健
康
管
理
台
帳
に
役
立
て

る
こ
と
も
で
き
る
わ
け
で
す
。

　
あ
な
た
も
、
最
寄
り
の
会
場
へ
ぜ
ひ

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　　　不適者数

緋ヲ

　
　
人

型
　
　
9
　
　
％

　
　
　

　
　
2
　
　
　
5

A
　
　
　
　
　
3

献血協力者数

664人

0型

179人

27％

B型　139人

　　21％

採

血

者

数

94％622人

よに

藍旛難総蓼
イフk重：　　．・．・．●．●．●．●．●．。．●．●．●．●．●．●．●．●．●．●．●．●．●．●。●．●．●．●頃頃・●ず

町
の
目
標
はヘ
ク
タ
θ
幌

　
　
　
　
　
　
　
　
塑

　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
あ
の
苦
し
い
食
糧
不
足
を
体
験
し
た
人
た
ち

　
　
　
　
　
こ
ん
な
事
態
は
想
像
だ
に
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

　
　
　
　
　
　
国
全
体
で
の
古
米
の
持
越
し
量
は
、
な
ん
と
六
百
五
十

万
ト
ン
に
も
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
、
こ
れ
は
、
全
国
民
の
七
か
月
分
の
消

費
量
に
あ
た
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
消
費
側
の
米
離
れ
、
一
方
で
は
技
術
向
上
な
ど
に
よ
る
増
産
・
．
．
．
－
．
．
．

こ
ん
な
事
情
の
中
で
、
米
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、
年
々
深
刻
さ
を
ま
し
て

き
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
国
は
こ
う
し
た
米
の
需
給
を
調
整
す
る
た
め
、
前
年
度

よ
り
強
力
な
“
水
田
利
用
再
編
対
策
”
を
お
し
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
川
西
町
で
も
、
転
作
面
積
は
前
年
の
お
よ
そ
倍
、
九
十
ヘ
ク
タ

ー
ル
が
割
当
て
と
な
り
ま
し
た
。

は
町
水
田
面
積
の

作転
　
　
　
七
．
七
％

▲地区ご墜に説明会を開いぞ転融力を離地区

　
“
水
田
利
用
再
編
対
策
”
い
い
か

え
れ
ば
〃
米
の
生
産
調
整
”
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
こ
の
内
容
は
、
従
来

以
上
に
“
転
作
”
と
い
う
こ
と
に
大

き
な
力
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
へ
割
当
て
ら
れ
た
転
作
目
標
面

積
は
、
当
初
分
が
八
十
四
・
九
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
こ
れ
に
通
年
施
行
関
係
の

偽

二
次
配
分
が
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
く
ら
い

予
想
さ
れ
て
お
り
、
全
体
で
は
九
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
近
く
に
及
び
ま
す
。
こ

れ
は
、
町
の
水
田
面
積
の
お
よ
そ
七

・
七
％
で
す
。

　
こ
の
数
字
を
も
と
に
、
町
で
は
再

三
対
策
協
議
会
を
開
き
、
地
区
で
の

説
明
会
を
開
催
し
て
、
皆
さ
ん
に
協

力
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

　
す
で
に
、
皆
さ
ん
の
部
落
で
も
、

こ
の
消
化
の
た
め
協
議
が
続
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
農
業
を

と
り
ま
く
や
む
を
得
ぬ
事
情
を
ぜ
ひ

と
も
ご
理
解
願
い
た
い
も
の
で
す
。

集
団
転
作
に

　
　
ウ
ェ
ー
ト
を
〃
”

　
一
口
に
“
転
作
”
と
い
っ
て
も
、

立
地
条
件
な
ど
か
ら
そ
の
困
難
性
は

だ
れ
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
加
え
て
、
今
年
か
ら
は
、
集
団
転

作
が
強
く
さ
け
ば
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
集
団
化
に
よ
り
、
不
足
ぎ

み
の
飼
料
作
物
、
大
豆
、
そ
ば
な
ど

を
、
重
点
的
に
、
し
か
も
長
期
的
な

考
え
で
栽
培
し
て
ほ
し
い
と
い
う
も

の
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
集
団
転
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
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雪上レクリェーション大会

　囹日　　日寺　　今月16日　（日）

　　　　10時～3時（雨天決行）
　幽会場巾仙田スキー場
　※おいしいあま酒を用意します。

　　多数のご参加を！1

幽園幽槻園幽㈲園幽

農
業
用
軽
油

　
　
　
　
免
税
証
の
交
付

囹
交
付
日
時
　
三
月
十
九
日
（
水
）
一
時
半
～
四
時

囹
交
付
場
所
　
総
合
セ
ン
タ
ー

囹
必
要
書
類

④
印
鑑
（
共
同
申
請
の
場
合
は
全
員
の
も
の
）

◎
耕
作
面
積
証
明
書
（
農
業
委
員
会
で
交
付
）

◎
使
用
機
械
の
証
明
書
（
所
有
証
明
・
借
用
証
明

　
　
　
　
・
カ
タ
ロ
グ
な
ど
）

囹
そ
の
他
　
申
請
用
紙
は
、
十
日
町
財
務
事
務
所
に

　
　
　
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
継
続
し
て
申
請
さ
れ
る
と
き
は
、
こ
の
ほ

か
に
、
免
税
軽
油
使
用
者
証
も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

㎜
墾
，
轟
耀
熱
確
，
㎜

疏
L
商
売
を
し
て
い
た
が
、

　
親
せ
き
か
ら
自
分
の
知
ら
な
い
借
金
を

　
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
　
夫
に
は
財
産
は
な
に
も
な
く
、
あ
と

　
に
残
さ
れ
た
者
に
は
こ
れ
を
支
払
う
力

槻
が
な
い
の
だ
が
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
座

幽
と
か
、
　
「
息
子
が
交
通
事
故
で
急
死
し

槻
た
と
こ
ろ
、
』
．
同
智
か
、
釜
禧
り
て

圃
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
妻
子
が
な
い

幽
の
で
自
分
に
返
済
の
請
求
が
き
て
困
っ

㈲
て
い
る
已
と
い
っ
た
相
談
を
見
受
け
る

新
聞
や
雑
誌

の
「
法
律
相
談
」

欄
で
、
「
夫
は

そ
の
死
亡
後
に
、

㈲
ー
ー
ー
§
ー
ー
ー
ー
ー
ー
§
§
彗
ー
ー
ー
ー
ー
§
～
ー
乱

こ
と
が
あ
り
ま
す
・
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

こ
の
考
な
相
続
に
関
す
る
問
題
瓢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
槻

至
の
う
危
そ
つ
何
度
も
あ
る
こ
と
囲

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
い
ざ
と
な
鷺

と
正
確
な
知
識
痔
た
な
い
た
め
、
課

族
間
で
も
め
ご
と
が
起
き
て
気
ま
ず
く
圃

な
り
、
思
わ
ぬ
不
利
益
を
受
け
、
遺
族
囲

が
あ
と
あ
と
ま
で
経
済
的
に
苦
し
ん
だ
　
圃

り
す
る
こ
と
が
あ
り
が
ち
で
す
。
　
　
　
園

　
そ
こ
で
、
相
続
に
関
す
る
問
題
i
囲

特
に
格
別
財
産
も
な
い
の
に
負
債
な
ど
　
齢

が
多
く
あ
り
、
遺
族
が
苦
し
い
思
い
を
　
圃

す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
　
幽

よ
い
の
か
を
簡
単
に
お
話
し
ま
し
ょ
う
。
槻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

ぺ

に
つ
い
て
は
、
単
な
る
転
作
よ
り
一
・
同

額
な
奨
励
金
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
農
協
、
普
及
所
な
ど
の
ご
指
導

も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
少
し
で
も
有

利
な
転
作
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
地
区
別
の
奨
励
金
交
付
予

定
額
に
つ
い
て
は
、
先
に
皆
さ
ん
の

家
庭
に
お
配
り
し
た
と
お
り
で
す
。

ご
ら
ん
い
た
だ
い
た
こ
と
で
し
ょ
う

が
、
転
作
の
む
ず
か
し
さ
な
ど
を
考

慮
し
、
協
力
者
に
対
し
て
、
わ
ず
か

な
金
額
で
す
が
、
町
費
の
奨
励
金
も

支
払
い
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

ハハハ〈〈〈

〈〈〈〈

〈
〈
〈
〈
〈
〈
〈
《
〈
〈
〈
〈
〈
〈
〈
《
《
〈

五
十
四
年
度
の
転
作

　
　
　
　
達
成
率
は

　
参
考
ま
で
に
、
五
十
四
年
度
の
転

作
等
の
実
績
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　
県
か
ら
の
配
分
面
積
は
四
十

七
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
こ
れ

▼
昨
年
実
施
し
た
伊
友

の
大
豆
栽
培
と
》
新
町

新
田
の
青
刈
り
稲

二
八
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等

に
対
し
実
施
面
積
は
六
十
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物

・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作

率
は
一
二
八
・
六
％
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
般

成
績
で
す
。
　
　
　
　
　
　
一

　
地
区
別
に
み
て
も
、
そ
れ
ぞ

れ
一
〇
〇
％
以
上
の
達
成
率
と
う

れ
し
い
結
果
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
作
物
別
実
施
内
容
は
、

下
記
円
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

2．642a

　　　　　　（42．9％）

転作面積

6．163a

土地改良

通年施行

1．068a
（17．3％）

特定作物
　　　　　　（39．2％）

　2．419a　　　　　．

　
　
　
　
　
　
　
　

永
年
性
作
物
a
鰯

　
　
　
　
　
34
α

　
　
　
　
　
　
　
（

転作作物の内訳
・特定作物　　　　　　　　　1　・水田養魚　　　　4．O　Ha

　・飼料作物　　　　15．9Ha：　・野菜類　　　　　1．7Ha

　・大　豆　　　6．1Hal・たばこ　　　0．7Ha
　・そ　　ば　　　　　1．6Ha！　・青刈稲・植林他16．O　Ha

　・飼料用青刈稲　　0．6Ha　i・永年性作物

・一般作物等　　　　　　　　　i　・く　り　　　　　0．3Ha

　　　　　　　　　　　　ラ　・レンコン・クワイ4．1Ha1
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●●

▲暖房に欠かせない石油ストーブも
　　手入れ次第で節約ができます。

方では、あいにく厳寒期という皮肉な

めぐり合せでしたが、このときとばか
りに、町内に侵透する省エネの度合い

を伺って歩きました。

　題してミわが家の省エネ作戦ぐ、ちな

みに’このインタビューは、主婦8人
を無作為により選び実施したものです。

したがって、省エネを率先して実行し

ている家庭ばかりではないことをおこ

とわりしておきます。

夢ノ

灘毒　励励
　　　脇恥

灘〃
ということばは

。でも、暮しの

当に生かされて

けっ放しの電灯

の水道、ガスの
　・こんな小さな

だ多いのではな

繍
謬
嚢
灘
ー
霧
、

はすっか
の中で、

ているの

灯やテレ

のたね火

なむだや

ないでし

騒
騒

患
ル
ま
ば
か

　　　　　　　　　　　　鞭
　　　　　　　　　　　　醤　　　　　．鶴騨・…

鰯鞭㈱醗．．

　　　　　　　　　　　　　ヒ、出1
　　　　　　　　　　　　　の消し弄
　　　　　　　　　　　　　浪費は、
　　　　　　　　　　　　　ようか。
　　　　　　　　　　　　　ご存9
　　　　　　　　　　　　　先月はi

ネルギーとい

しました。で
とばは本当に

うか。つけっ

しっ放しの水

忘れ………こ
、まだまだ多

知の人も多いことでしょうが、

省エネルギー月間でした。当地

消
エ
ネ
…
…
よ
り

稼
業
で
節
約

　
　
　
　
｝

宮シズ子
　　　さん

（発電所通り）

　
う
ち
で
は
、
働
き
手
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
ご
は
ん
を
炊

い
て
く
れ
る
と
き
は
マ
キ
、
わ
た
し
が
炊
く
と
き
は
、
つ

い
手
軽
な
ガ
ス
、
と
い
っ
た
具
合
い
な
ん
で
す
よ
。
年
寄

り
は
、
や
っ
ぱ
り
火
が
こ
い
し
い
ん
で
す
ね
エ
。
こ
た
つ

も
炭
火
を
入
れ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
ら
は
電
気
こ
た
つ
を

使
っ
た
り
で
す
か
ら
、
ふ
た
と
お
り
の
や
り
方
で
す
ね
。

　
“
消
エ
ネ
”
、
そ
ん
な
高
い
次
元
か
ら
で
は
な
い
の
で

す
が
、
石
油
を
使
う
風
呂
は
、
週
一
回
は
休
む
よ
う
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

て
い
ま
す
。
燃
料
費
が
高
い
か
ら
…
…
…
稼
業
で
す
ね
エ
。

　
電
気
代
の
節
約
な
ん
か
、
主
人
の
方
が
口
や
か
ま
し
い

ん
で
す
よ
。
手
ま
め
に
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
か

こ
れ
も
や
っ
ぱ
り
稼
業
か
ら
か
し
ら
。

　
　
　
　
　
や
っ
ぱ
り
、

着物一枚多く着て寒さしのぎは

藤巻セツさん（塩辛）

少人数なので
　　　手で洗たくも

　　　上村スミ子さん（上野）

　
　
　
　
　
家
族
全
員
の
協
力
が
必
要
で
す
ね
エ
。

う
ち
で
は
、
石
油
や
電
気
を
検
約
す
る
た
め
に
と
、

み
ん
な
が
着
物
一
枚
よ
け
い
に
着
る
こ
と
に
し
て
い

る
ん
で
す
よ
。

　
家
族
の
団
楽
も
、
窮
屈
で
す
け
ど
小
さ
な
部
屋
に

決
め
て
い
る
ん
で
す
。
そ
こ
で
使
う
ス
ト
ー
ブ
に
は
、

や
か
ん
を
上
げ
て
お
け
ば
、
お
湯
も
い
ろ
い
ろ
の
面

で
利
用
で
き
ま
す
し
、
お
風
呂
は
、
主
人
の
帰
宅
時

問
を
み
て
、
み
ん
な
が
短
時
間
の
う
ち
に
入
る
よ
う

に
し
た
り
…
…
…
。
小
さ
な
こ
と
で
す
け
ど
、
調
理

で
も
早
く
煮
る
よ
う
な
工
夫
も
で
き
ま
す
し
、
な
べ

の
内
、
外
の
水
気
を
十
分
に
ふ
き
と
っ
て
使
っ
た
り
、

こ
た
つ
は
豆
炭
で
す
が
、
一
回
に
多
く
入
れ
な
い
で

途
中
で
つ
ぎ
た
し
な
が
ら
長
持
ち
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
節
約
の
気
持
は
、
皆
さ
ん
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
が

…
…
…
か
と
い
っ
て
、
必
要
な
も
の
は
必
要
で
す
か

ら
ね
エ
。
う
ち
で
は
、
特
別
に
経
済
の
こ
と
を
考
え

て
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
洗
た
く
は
手
で
や

り
ま
す
。
主
人
と
二
人
だ
か
ら
で
き
る
の
で
し
ょ
う

が
、
洗
た
っ
き
に
入
れ
る
の
は
脱
水
く
ら
い
で
す
。

　
お
風
呂
は
一
晩
お
き
に
し
て
い
ま
す
。
石
油
ボ
イ

ラ
ー
を
使
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
凍
結
防
止
の
た
め

い
つ
も
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
お
き
ま
す
の
で
、
と
っ

て
も
燃
料
が
い
る
み
た
い
で
す
。

　
昼
問
は
、
わ
た
し
一
人
で
す
か
ら
、
石
油
ス
ト
ー

ブ
も
使
わ
ず
、
電
気
も
で
き
る
だ
け
検
約
し
よ
う
と

心
が
け
て
い
ま
す
。
わ
た
し
は
寝
る
と
き
も
暖
房
を

入
れ
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
よ
。

“
く
せ
”
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
お
風
呂
は

　
　
　
　
知
人
と
行
き
来
し
て
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
光
枝
さ
ん
（
大
白
倉
）

　
う
ち
で
は
、
い
ろ
り
も
あ
り
ま
す
し
、
マ
キ
の
ヵ
マ
ド
も

あ
り
ま
す
の
で
、
と
て
も
重
宝
し
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
が
煮
炊
き
を
す
る
と
き
は
ガ
ス
で
す
が
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
や
っ
て
く
れ
る
と
き
は
マ
キ
の
方
が
多
い
よ
う
で

す
。
ご
は
ん
は
マ
キ
で
炊
い
た
方
が
お
い
し
い
と
い
う
の
が
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
口
ぐ
せ
で
す
ね
。

　
い
ろ
り
は
、
冬
は
こ
た
つ
に
変
わ
り
ま
す
が
、
特
に
長
時

間
か
け
て
煮
る
も
の
は
、
炭
火
を
あ
か
あ
か
と
お
こ
し
た
り
、

マ
キ
を
燃
や
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
お
風
呂
は
石
油
ガ
マ
な
も
ん
で
す
か
ら
、
検
約
し
よ
う
と

知
人
と
相
談
し
、
お
互
い
に
一
日
お
き
に
わ
か
し
て
行
き
来

し
て
い
る
ん
で
す
。
だ
っ
て
、
お
互
い
に
冬
は
二
人
家
族
で
、

も
っ
た
い
な
い
で
す
か
ら
ね
エ
。

I
l
ー
陰
巴
，
I
l
I
巴
1
－
1
9
1
巳
巳
5
1
3
1
匪
o
ロ
ー
1
4
－
l
I
I
璽
1
ー
謄
－
匪
睡
ー

湯
沸
か
し
器
の
た
ね
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
と
っ
て
も
む
だ
で
す
っ
て
…
…
　
　
　
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木

　
　
　
　
　
　
小
　
海
　
絢
　
子
さ
ん
　
ー

　
気
持
は
あ
っ
て
も
、
な
か
な
か
ね
エ
…
…
…
。
石
油
、
ガ

ス
、
電
気
に
全
て
た
よ
っ
て
い
る
状
態
で
す
か
ら
。

　
圧
力
な
べ
が
燃
料
の
節
約
に
な
る
と
聞
い
て
使
っ
て
い
る

ん
で
す
が
…
…
。
夏
に
は
、
太
陽
熱
利
用
の
温
水
器
を
付
け
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省
エ
ネ
は

第
五
の
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
五
番
目
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
ー
と
い
わ
れ
ま
す
。

石
油
・
石
炭
、
天
然
ガ
ス
、
原
子
力

に
次
ぐ
“
第
五
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
”
と
い

う
わ
け
で
す
が
、
石
油
の
九
九
・
八
％

を
輸
入
に
た
よ
る
わ
が
国
に
と
っ
て
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
単
な
る
“
節
約
”
に

と
ど
ま
ら
ず
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
生

み
出
す
“
第
五
の
純
国
産
エ
ネ
ル
ギ
」

と
い
う
わ
け
で
す
。

　
い
ま
、
国
を
あ
げ
て
五
％
の
石
油
消

費
節
減
に
努
力
し
て
い
る
こ
と
は
、
皆

さ
ん
も
ご
存
知
で
し
ょ
う
が
、
ま
だ
ま

▲車の燃料も経済速度で節約を

だ
暖
房
用
の
灯
油
な
ど
は
欠
か
せ
な
い

時
期
で
す
。

　
あ
な
た
の
ご
家
庭
で
も
五
％
の
節
約

i
“
第
五
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
”
生
産
に

．

こ
協
力
く
だ
さ
い
。

こ
と
し
か
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
主
人
が
出
か
せ
ぎ
に
出
て
い
ま
す
の
で
、
冬
は
六
人
家
族
で
す

が
画
こ
の
雪
の
中
で
暖
も
と
ら
ず
に
ふ
る
え
て
い
る
わ
け
に
も
い

か
な
い
で
し
ょ
。
で
も
、
ほ
ん
と
燃
料
代
の
値
上
り
は
心
配
で
す
。

　
　
　
　
　
山
に
行
け
ば
、
倒
れ
た
木
も
た
く
さ
ん
あ
る

　
　
）
ん
で
す
け
ど
、
ま
き
に
す
る
手
間
が
大
変
で
す

　
　
原

省エネの逆
　豆炭かち電気こたつに

　　　　　須藤カズさん（下

給油所に聞く

節
約
、
暖
冬
で

　
わ
ず
か
に
ゆ
と
り

山
松
商
店

馬
場
文
雄
さ
ん

　
現
在
の
灯
油
、
ガ
ソ
リ
ン
の
状
態
は
、

と
に
短
期
的
な
見
方
で
す
が
、
若
干
ゆ
と
り
が

あ
る
よ
う
で
す
。

　
一
月
前
般
ま
で
の
暖
冬
や
、
皆
さ
ん
の
節
約

が
効
を
奏
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
限
ら
れ
た
資

源
を
有
効
に
使

う
た
め
に
は
、

や
っ
ぱ
り
、
皆

さ
ん
か
ら
節
約

し
て
使
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
以

外
に
方
法
は
な

い
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
ほ
ん

　
し
か
し
、
長
期
的
に
は
全
く
予
測
が
つ
き
ま

せ
ん
。
産
油
国
や
国
際
事
情
も
か
ら
ん
で
、
こ

れ
ば
っ
か
り
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
ん

で
す
よ
。
現
実
に
、
三
月
に
は
ま
た
値
上
げ
が

予
定
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
か
ら
…
…

…
。
で
も
、
少
な
く
て
も
、
昨
年
の
よ
う
な
供

給
不
安
は
起
き
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
昨
年
は
ひ
ど
か
っ
た
で
す
ね
エ
。

　
お
客
さ
ん
か
ら
は
矢
の
催
促
で
す
が
、
会
社

側
が
数
量
を
限
定
し
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
そ

れ
で
、
み
な
さ
ん
に
も
給
油
を
制
限
し
て
し
ま

っ
た
と
い
う
よ
う
な
状
況
で
…
…
…
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
値
上
げ
は
さ
け
ら
れ
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
量
の
確
保
は
な
ん
と
し
て
も
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
お
客
さ
ん
に
、
一
円
で
も
安
く
お
あ
げ
し
た

い
と
、
わ
た
し
た
ち
も
四
苦
八
苦
な
ん
で
す
よ
。

　
皆
さ
ん
も
、
不
必
要
な
買
い
だ
め
と
い
っ
た

こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
少
し
で
も
節
約

で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

し
、
火
を
た
く
設
備
が
も
う
な
い
で
す
し
…
…

み
ん
な
石
油
、
ガ
ス
、
電
気
で
す
。

　
去
年
ま
で
は
練
炭
こ
た
つ
で
し
た
が
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
体
の
具
合
い
を
悪
く
し
て
、
今
年

か
ら
電
気
に
変
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
た

ら
ね
、
電
気
の
検
針
に
来
た
人
が
“
こ
の
メ
ー

タ
ー
故
障
し
た
よ
う
で
す
。
”
な
ん
て
い
う
ほ
ど

電
気
料
が
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
…
…
…
消
エ

ネ
の
逆
で
す
ね
。

　
い
つ
か
ラ
ジ
オ
で
聞
い
た
ん
で
す
が
、
小
豆

や
大
豆
を
煮
る
の
に
ポ
ッ
ト
を
利
用
す
る
と
と

て
も
い
い
ん
で
す
ね
。
簡
単
に
煮
た
も
の
を
お

湯
と
い
っ
し
ょ
に
ポ
ッ
ト
に
入
れ
て
お
く
と
、

と
て
も
や
わ
ら
か
く
な
る
ん
で
す
。
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　　みんなが省エネを実行すると・・……

　町内の各家庭（約2，400世帯）が1か月間次のことを

続けると、大変な省エネルギーになります。

よ
う
と
主
人
と
話
合
っ
て
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
で
見
た
ん
で
す
が
、
瞬
間
湯
沸
か
し
器
の
た
ね
ル

は
、
一
日
五
時
間
、
一
か
月
間
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
す
る
と
、

お
風
呂
が
三
回
分
、
沸
騰
す
る
ほ
ど
沸
か
せ
る
ん
だ
そ
う
偽

す
よ
。
で
す
か
ら
手
ま
め
に
元
せ
ん
を
切
っ
て
い
ま
す
。

　
車
も
あ
り
ま
す
が
、
通
勤
に
は
バ
ス
も
使
っ
た
り
、
レ
曾

ヤ
ー
も
自
粛
し
た
り
…
…
…
お
風
呂
も
一
晩
お
き
く
ら
い
け

し
て
い
ま
す
。

ヌカがまのごはん　最高です

　　　押木幸江さん（元町）

。
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う
ち
に
は
、
山
の
木
が
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
、
本
当
P

も
っ
た
い
な
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
…
・
電
気
温
水
器
必

ガ
ス
、
石
油
を
利
用
し
て
い
る
う
ち
に
、
ま
き
を
た
く
恐

備
が
も
う
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
エ
。

　
で
も
ね
、
わ
た
し
、
ご
は
ん
だ
け
は
今
で
も
“
ヌ
カ
拭

ま
”
を
利
用
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
ご
は
ん
が
と
っ
て
メ

お
い
し
く
な
る
し
、
時
間
が
有
効
に
使
え
る
か
ら
…
…
。

だ
っ
て
、
あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
あ
る
モ
ミ
ガ
ラ
、
利
用
ー

な
い
と
い
う
手
は
な
い
で
す
よ
。

　
あ
の
ね
エ
、
気
包
の
あ
る
ビ
ニ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
で
ー

よ
、
あ
れ
を
お
風
呂
の
中
ぶ
た
に
使
う
と
、
と
っ
て
も
翻

果
あ
る
み
た
い
で
す
よ
。

●
‘
…
●
一
●
言
・
○
●
●
8
●
。
・
●
．
3
・
●
8
3
8
一
…
．
・
■
8
●
・
●
一
・
3
．
．
9
●
・
・
●
8
・
。
…
．
．
●
・
●
8
塾
●
●
3
・
．
●
・
．
3
＝
・
…
．
．
0
8
8
亀
●
2
●
．
●

使用状態
省ける

　電気
（地細か胴）

省ける電気
（2400世翻 石油換算

冷蔵庫
冷蔵庫のうしろを
壁から10cm以上離

す
7kwh
　kwh
16，800

4．2004
ドラムカン21本

電　気
こたつ

こたつの下にマッ
トを敷く 5 12，000 3．0004

　〃　15本

掃除機

あらかじめ部屋を

かたづけ1日5分
間短くする

1．25 3，000 7504〃　約4本

照　　明

電球（60W）の消し

忘れを1日1時間

なくする
1．8 4，320

1．0804

　〃　約5本

洗濯機
すすぐ前に脱水し
て洗濯時間を1日

5分間短くする
0．6 1，440

3602
　〃　約7本

テレビ

だれもみていない

テレビのつけっぱ

なしを1日1時間
なくする

2．4 5，760
1．4404

　〃　約7本

暖　房

部屋の温度を1℃

下げる（毎月灯油

1004使用する
家庭）

省ける

　灯油

　102

24．0002
　〃120本

風　　呂

間をおかず続けて

入ることにより入
浴時間を1日30分

間短くする

3．42 64，800
8．1604

　〃　41本
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出息
善

　
次
の
善
意
が
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
父
元
蔵
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
南
雲

源
三
さ
ん
（
中
仙
田
）
か
ら
二
万
円
。

※
父
仁
作
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
蔵
品

信
義
さ
ん
（
霜
条
）
か
ら
二
万
円
。

※
母
サ
ワ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
蔵
品

茂
さ
ん
（
霜
条
）
か
ら
二
万
円
。

蓬駿，、

雛

裂ア

客・

難

謬
　む　　　

　　ヂ

鱒

髭
慧

渓
　■

●　o

※
三
男
浩
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
野
沢

寅
雄
さ
ん
（
野
口
）
か
ら
五
万
円
。

心
配
ご
と
相
談

・
3
月
1
9
日
・
・

・
3
月
2
6
日
・
・

●
4
月
2
日
・
・

●
4
月
9
日
：

難肇

噸

地
元
の
発
展
は

本
当
に
う
れ
し
い
こ
と

　
い
つ
も
広
報
か
わ
に
し
で
、
移
り
変

わ
る
ふ
る
さ
と
川
西
町
を
し
の
ん
で
い

ま
す
。
明
る
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
、

日
夜
奮
闘
さ
れ
る
町
長
さ
ん
を
始
め
、

慎
重
審
議
を
尽
さ
れ
る
議
員
の
皆
さ
ん

に
敬
服
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
六
月
に
、
県
営
川
西
ダ
ム
を
始

め
、
ほ
場
整
備
妻
や
里
調
査
嚢

な
ど
の
総
合
竣
工
式
が
行
わ
れ
、
わ
た

し
も
議
員
当
時
緒
に
つ
い
た
事
業
も
あ

り
ま
し
た
の
で
、
喜
ん
で
参
列
い
た
し

ま
し
た
。

　
す
ば
ら
し
い
川
西
ダ
ム
が
で
き
、
記

念
碑
の
除
幕
式
も
同
時
に
行
わ
れ
、
式

終
了
後
、
会
場
は
川
西
町
総
合
体
育
館

で
し
た
が
、
さ
て
、
そ
の
拡
大
な
る
規

模
と
立
派
な
建
物
に
は
実
に
お
ど
ろ
き

ま
し
た
。
こ
れ
一
つ
を
見
て
も
、
首
長

　
　
　
　
　
　
長
岡
市
増
田

並
び
に
議
員
各
位
が
、
先
見
あ
る
町
づ

く
り
に
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
、

お
ど
ろ
い
て
帰
り
ま
し
た
。

　
わ
た
し
も
、
祖
先
の
墓
碑
が
川
西
町

に
あ
り
ま
す
の
で
、
地
元
の
発
展
す
る

こ
と
は
本
当
に
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

　
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
町
で

は
炭
焼
き
を
行
っ
て
お
ら
れ
る
と
か
、

現
在
は
、
世
界
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に

頭
を
悩
ま
し
て
い
る
と
き
だ
け
に
、
そ

の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
国
家
施
策
に
貢
献

し
て
い
る
こ
と
は
、
お
ど
ろ
く
べ
き
先

見
だ
と
思
い
ま
す
。

　
わ
た
し
が
室
島
を
捨
て
た
の
は
昭
和

三
十
七
年
で
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
を
た
の

ん
で
、
若
の
窪
を
越
え
、
雪
峠
を
通
っ

て
長
岡
に
着
く
と
三
時
間
か
か
り
ま
し

た
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
当
時
は
砂
利

忠
治

・
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

・
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

…
…
上
野
連
絡
所

…
…
橘
出
張
所

・
出
身

・
離
町ドヨ　ツコ

昭室麺糞
和島嚢
37

年　滋
　　　　　ロ　ぞノ

囎畷艘二

さ
ん
（
七
＋
五
歳
）

道
の
ガ
タ
ガ
タ
道
だ
っ
た
の
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
十
八
年
を
経
た
今
日
で
は
、

舗
装
し
な
い
所
は
一
歩
も
あ
り
ま
せ
ん
。

自
家
用
車
な
ら
五
十
分
も
あ
れ
ば
楽
々

と
行
き
来
で
き
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
、
室

島
か
ら
赤
谷
の
セ
ン
タ
ー
ま
で
歩
く
の

と
同
じ
く
ら
い
の
時
間
で
す
。

　
ま
た
、
過
日
、
室
島
の
川
上
、
大
島

橋
ま
で
行
っ
て
み
ま
し
た
が
、
永
久
橋

の
す
ば
ら
し
い
の
が
二
か
所
も
で
き
て

い
て
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
室
島
橋
の
架

替
え
は
、
昭
和
三
士
二
年
か
ら
一
二
十
四

年
に
か
け
て
で
あ
り
、
当
時
わ
た
し
が

区
長
を
し
て
い
て
、
町
長
や
議
員
の
皆

さ
ん
と
建
設
省
ま
で
請
願
に
行
っ
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。
仙
田
郷
も
本
当
に
よ

く
な
っ
た
も
の
だ
と
、
し
み
じ
み
感
じ

た
次
第
で
す
。

簸繍融繍
　　　爆．叢㌔

、
一

｝

、

茎

わ
し
の
　
　
襯

　
　
　
　
　
　
自
慢
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
へ
塗
噂

．
層
鴬
簿
壌
勤
一
の
葛
蠕
惚
聯
箋
悪
禽
鞭
砿
廓
マ

日
本
画
の
趣
味
で

　
　
余
暇
を
楽
し
む

沖
立
柄
沢
悌
二
さ
ん

　
再
び
、
う
ず
も
れ
た
町
の
芸
術
家
に

登
場
願
う
こ
と
に
し
た
。

　
千
手
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に
勤
め
る
柄

沢
さ
ん
は
、
日
本
画
の
特
技
で
余
暇
を

お
く
る
人
で
あ
る
。

　
「
学
校
時
代
は
の
オ
、
ど
の
教
科
も

乙
だ
っ
け
ど
も
、
図
画
だ
け
は
甲
だ
っ

け
ん
が
ね
エ
。
優
良
可
の
評
価
方
法
に

変
わ
っ
た
ど
き
は
“
秀
”
て
ん
の
オ
も

ら
っ
た
っ
け
て
已

　
“
秀
”
と
は
、
優
を
さ
ら
に
上
わ
ま

わ
る
成
績
な
の
で
あ
る
。

　
子
供
の
こ
ろ
か
ら
ひ
い
で
た
才
能
を

み
せ
た
柄
沢
さ
ん
は
、
以
後
年
を
追
う

ご
と
に
円
熟
味
の
あ
る
作
品
を
も
の
に

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
全
く
の
我
流
な
ん
だ
ど
も
の
オ
。

　
人
が
喜
ん
で
く
れ
る
ん
だ
ん
が
、
世

話
に
な
っ
た
人
に
や
っ
た
り
、
た
の
ま

れ
て
描
い
て
や
っ
た
り
…
…
…
だ
す
け
、

オ
レ
の
手
も
と
に
は
、
な
ん
で
も
残
っ

ち
ゃ
い
ね
エ
が
ん
そ
ウ
。
」

　
こ
れ
ま
で
描
い
た
作
品
は
、
掛
け
軸

▲一人静かに絵筆をもつ柄沢さん．

が
八
本
く
ら
い
、
色
紙
は
数
え
き
れ
な

い
ほ
ど
多
い
と
い
う
。

　
　
「
墨
の
濃
淡
を
利
用
し
て
描
く
わ
け

だ
が
、
今
ま
で
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
山

水
、
静
物
画
だ
ね
エ
凶

　
多
忙
の
昨
今
は
、
余
暇
を
見
い
出
す

の
に
苦
労
す
る
ら
し
い
が
、
以
前
、
俳

句
を
た
し
な
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
自
作

の
句
と
絵
を
一
枚
の
色
紙
に
お
り
ま
ぜ

て
み
た
い
と
抱
負
を
語
る
。
そ
し
て
、

昨
秋
旅
し
た
中
国
を
回
想
し
な
が
ら
、

「
中
国
に
は
す
ば
ら
し
い
掛
け
軸
が
い

っ
ぱ
い
あ
っ
た
っ
け
て
…
…
…
封
彬
と

い
う
所
が
山
水
そ
っ
く
り
と
聞
い
て
い

る
の
で
、
一
度
は
行
っ
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
る
が
の
オ
凶

　
筆
を
持
つ
、
そ
の
と
き
の
気
持
の
お

も
む
く
ま
ま
に
描
き
あ
げ
る
と
い
う
柄

沢
さ
ん
は
、
写
真
撮
影
の
間
に
も
う
一

枚
仕
上
げ
て
い
た
。
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勾

薯
ぎ

寒
蓄

　
　
　
　
　
　
＼
襲

千
手
地
区

　
　
　
の
皆
さ
ん

　
“
町
が
進
め
て
い
る

へ
き
地
親
子
文
庫
や
、

図
書
一
人
一
冊
寄
贈
運

動
に
わ
た
し
た
ち
も
参

加
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
”

　
こ
の
ほ
ど
、
千
手
地
区
の
婦
人
会
の
皆
さ
ん
か
ら
、
公
民
館

に
あ
て
て
図
書
購
入
代
金
に
と
五
万
円
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
嘱

　
つ
ま
し
い
活
動
と
会
員
相
互
の
理
解
の
も
と
に
、
予
想
以
上

の
剰
余
金
が
生
じ
た
た
め
、
図
書
の
寄
贈
を
思
い
た
っ
て
く
れ

た
も
の
で
す
。

ミ

NNN

NNN

NN

￥
ミ
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
§
N
N
N
N
N
N
N
§
N
N
N
N
￥

馨
鰯

総
額
5
0
万
円

　
　
　
1

の
備
品
類
を

晴
内
謬
　
「
　
の
ス
†
大
会
に
来
多
っ
し

薫超＼華

転騎

舗
雇
纂
列
鮫
、

　
　
　
1
覧
、
、
、
、
、
＼
　
ま
さ
か
、
こ
ん
な
雪
に
な
ろ
う
と
は
思
い
も
し
な
か
っ

　
　
る
し
ヨ
ヤ
　
　
　
　
し

　
　
8
ー
ー
監
、
、
、
　
　
た
の
で
、
心
安
く
O
K
し
て
は
い
た
も
の
の
、
二
月
二
十
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獺躍・、臨　　スキー大会にゆく

県
信
用
組
合
か
ら
｛

　
新
潟
県
信
用
組
合
か

ら
、
町
及
び
町
内
の
小

中
学
校
に
あ
て
て
、
各
。

種
備
品
（
総
額
百
五
十
坤

万
円
）
の
寄
贈
が
あ
り
㎞

ま
し
た
。
こ
れ
は
同
組
合
が
創
立
三
十
周
年
の
記
念
事
業
と
し

て
贈
っ
て
く
れ
た
も
の
で
、
役
場
に
は
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
及
び

折
り
た
た
み
い
す
十
脚
を
、
学
校
に
は
陳
列
戸
棚
、
作
品
整
理

ダ
ン
ス
、
ほ
か
各
種
の
教
材
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

OOlo5go，，川lo”一〇〇IOllllloOll。。o。1

、
一
9
㌔
．
．
ξ
幡
一
。
．
．
．
．
…
一
3
．
一
覧
．
．
一
｛
一
．
．
一
一
三
。
…
一
三
一
き
一
…
三
一
．
三
一
一
．
一
葦
一
…
ξ
騨
聯
．
一
一
一
…
一
一
．
一
．
一
三
…
f
…
三
．
5
㌔
．
一
9
…
一
…
一
…
一
3
一
一
毫
．
．
一
一
三
。
一
曹
。
一
三
三
一
．
二
一
。
覧
岨
曹
．
騨
一
三
一
一
．
一
ξ
勲
一
．
ξ
三
一
…
ξ
一
一
一
．
．
一
｛
．
．
．
，
一
三
幡
唱
樽
細
。
…
一
一
．
．
」
｛
一
三
一
…

二
日
の
開
催
と
連
絡
を
受
け
た
と
き
は
、
実
際
に
困
っ
た
。

　
　
「
車
は
通
り
ま
す
ね
？
。
」
「
い
や
い
や
、
途
中
ノ
ゲ

が
で
て
い
て
と
て
も
だ
め
だ
ぜ
。
室
島
か
ら
歩
い
て
来
て

く
ん
ね
エ
か
。
」
　
「
ウ
ー
ン
、
そ
う
か
の
、
弱
っ
た
な
あ

．
．
．
．
．
．
」
あ
い
ま
い
な
返
事
は
、
も
ち
ろ
ん
行
き
た
く
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
約
束
し
た
手
前
も
あ
る
し
、
き
び
し
い
と
い

．
2
冬
の
小
脇
を
、
一
度
は
た
ず
ね
て
み
た
い
気
も
あ
っ
て
、

当
日
の
朝
に
な
っ
て
か
ら
出
掛
け
る
こ
と
に
決
め
た
。

　
保
安
要
員
の
出
迎
え
を
受
け
て
、
仙
田
小
の
先
生
方
と

室
島
を
出
発
し
た
の
は
午
前
十
時
過
ぎ
で
あ
っ
た
。
途
中

い
く
つ
か
の
難
所
は
、
全
く
想
像
以
上
の
も
の
で
あ
る
。

　
頭
上
に
は
、
今
す
ぐ
に
で
も
襲
い
か
か
る
よ
う
な
ぶ
厚

　
　
　
　
　
　
　
　
い
雪
の
層
が
続
く
。

▲寂しさもふきとばして楽しむ小脇の人たち。

す
ぐ
足
元
は
、
数
十
メ
ー
ト
ル
下
を

流
れ
る
渋
海
川
の
ふ
ち
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
一
歩
誤
れ
ば
は
い
上
が
る

こ
と
の
で
き
な
い
渋
海
川
、
な
だ
れ

が
く
れ
ば
そ
の
下
に
な
る
か
、
風
圧

で
川
の
中
へ
飛
ば
さ
れ
る
か
…
…
…

な
だ
れ
の
猛
威
、
谷
底
を
つ
ら
ぬ
く

渋
海
川
を
の
ぞ
く
と
き
、
人
の
命
の

全
く
小
さ
い
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ

る
。　
「
つ
い
先
日
、
部
落
で
二
人
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
二
人
と
も
、
こ
の

悪
路
を
運
び
出
し
ま
し
た
已
保
安
要

員
の
こ
と
ば
に
、
難
渋
し
た
で
あ
ろ

う
姿
を
思
い
う
か
べ
る
。

　
お
よ
そ
一
時
間
十
分
で
小
脇
に
到
着
し
た
。
　
　
　
　
　
　
…

　
降
り
し
き
る
雪
の
中
で
ス
キ
ー
大
会
を
知
ら
せ
る
サ
イ
レ
ン
温

の
音
が
こ
だ
ま
し
た
。
急
唆
ぎ
裏
山
の
ふ
も
と
の
小
さ
な
ス
キ
臨

－
場
に
全
員
集
合
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟

　
小
脇
分
校
児
童
数
は
六
名
、
そ
し
て
婦
人
会
、
お
年
寄
り
が
紬

ポ
ツ
ポ
ツ
と
姿
を
み
せ
る
が
、
若
い
男
衆
の
姿
は
な
い
。
　
　
　
一

総
戸
数
二
十
四
戸
の
小
脇
の
冬
は
、
保
安
要
員
二
名
を
残
し
て
㎝

み
ん
な
出
か
せ
ぎ
中
な
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
そ
れ
に
し
て
も
、
み
ん
な
と
っ
て
も
明
る
い
表
情
で
あ
る
。
　
一

　
児
童
た
ち
の
滑
降
、
回
転
レ
ー
ス
が
始
ま
る
と
、
お
母
さ
ん
一

方
の
黄
色
い
声
が
響
き
渡
る
。
お
年
寄
り
の
せ
ん
べ
い
食
い
競
一

争
、
婦
人
た
ち
の
そ
り
乗
り
リ
レ
ー
は
、
　
「
ホ
レ
、
ジ
サ
ガ
ン

バ
レ
」
　
「
ネ
ェ
ラ
、
だ
め
の
ん
だ
ナ
イ
凶
と
歓
声
と
か
っ
さ
い
　
』

の
う
ず
と
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h

　
　
「
何
人
く
ら
い
集
っ
て
い
ま
す
か
已
　
「
そ
う
で
す
ね
エ
、
九
臨

十
人
く
ら
い
だ
と
思
い
ま
す
。
部
落
総
出
な
ん
で
す
よ
。
寂
し
翫

い
冬
を
、
せ
め
て
み
ん
な
が
楽
し
く
過
し
た
い
と
、
運
動
会
を
紬

始
め
て
か
ら
も
う
十
年
以
上
に
な
り
ま
す
凶
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞

　
区
長
の
斉
木
喜
一
郎
さ
ん
で
あ
る
。
児
童
数
が
減
少
し
、
部
臨

落
が
ま
す
ま
す
さ
び
れ
る
と
も
い
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
翫

　
珍
レ
ー
ス
、
珍
ゲ
ー
ム
は
、
ダ
ル
マ
落
し
を
最
後
に
全
部
終
臨

了
し
た
。
後
片
づ
け
も
そ
こ
そ
こ
に
、
反
省
会
が
始
ま
っ
た
の
は
　
㎜

三
時
半
過
ぎ
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甑

　
な
ご
や
か
さ
は
、
ス
キ
ー
大
会
以
上
だ
。
一
升
ビ
ン
に
茶
わ
　
…

ん
酒
が
、
今
日
の
喜
び
を
増
加
さ
せ
、
気
さ
く
な
会
話
や
歌
が
　
㎜

際
限
な
く
続
く
。
こ
の
ひ
と
と
き
は
、
雪
中
の
苦
労
も
男
衆
の
　
舳

い
な
い
寂
し
さ
も
、
全
く
忘
れ
た
か
の
よ
う
に
…
…
…
。
　
　
　
血

　
雪
焼
け
し
た
顔
、
顔
、
顔
は
、
こ
の
さ
さ
や
か
な
楽
し
み
の
　
轟

中
で
、
ひ
と
き
わ
堅
い
き
ず
な
を
つ
く
り
出
し
て
い
た
。
　
　
　
曲

　
橋
が
で
き
、
道
が
良
く
な
っ
た
と
は
い
っ
て
も
、
ひ
と
た
び
　
㎜

豪
雪
に
見
舞
わ
れ
る
と
、
ま
だ
ま
だ
完
全
無
雪
に
は
ほ
ど
遠
い
　
㎜

小
脇
部
落
の
冬
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
温
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三
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三
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三
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一
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二
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一
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鴫難．礁・．衡霧霧奪暑轄発繍　高

E
レ

高
血
圧
と

　
　
　
　
　
低
血
圧

　
　
　
シ
リ
ー
ズ
…
…
：
③

◎
高
血
圧
と
は

　
W
H
O
（
世
界
保
健
機
関
）
で
は
、

最
大
血
圧
百
六
十
ミ
リ
以
上
、
最
小

血
圧
九
十
五
ミ
リ
以
上
壼
・
同
血
圧
と

い
っ
て
い
ま
す
。

　
高
血
圧
は
、
原
因
の
は
っ
き
り
し

な
い
本
態
性
高
血
圧
と
、
原
因
の
明

ら
か
な
二
次
性
高
血
圧
と
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
高
血
圧
の
八
○
～
九
〇
％

　
　
　
　
は
、
本
態
性
高
血
圧
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
高
血
圧
を

引
き
起
こ
す
原
因
と
し
は

は
、
加
齢
、
食
習
慣
、
労

働
、
遺
伝
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
ま
た
予
防
と
し
て
は
、

一
、
食
塩
の
摂
取
を
少
な
く

　
す
る
。

二
、
適
当
な
運
動
を
す
る
。

一
、
一
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
な

　
く
す
。

四
、
肥
満
を
な
く
す
。

五
、
寒
さ
に
注
意
す
る
。

六
、
酒
・
た
ば
こ
は
ひ
か
え

　
め
に
。

七
、
年
に
一
回
は
検
診
を
。

　
以
上
の
こ
と
を
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

160以上

最
小
血
圧

60以下

◎
低
血
圧
と
は

　
最
大
血
圧
が
百
ミ
リ
未
満
の
場
合

を
い
い
ま
す
。

　
低
血
圧
も
盲
同
血
圧
と
同
様
、
原
因

の
明
ら
か
な
低
血
圧
と
、
原
因
の
は

っ
き
り
し
な
い
本
態
性
低
血
圧
と
が

あ
り
ま
す
。
本
態
性
低
血
圧
と
は
、

病
気
と
い
う
よ
り
は
体
質
的
な
も
の

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
日
常
生

活
の
中
で
食
事
に
対
す
る
工
夫
を
し
、

量
よ
り
質
を
考
え
、
消
化
し
や
す
い

た
ん
白
質
（
卵
・
肉
・
魚
・
豆
類
）

な
ど
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る
と
と
も

、
に
、
体
を
き
た
え
る
こ
と
も
大
切
な

こ
と
で
す
。

　
血
圧
は
、
そ
の
と
き
の
体
の
調
子

や
気
温
な
ど
に
よ
っ
て
変
動
し
ま
す

の
で
、
日
を
変
え
て
何
回
か
測
り
、

自
分
の
血
圧
値
を
確
か
め
て
お
く
こ

と
が
健
康
管
理
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に
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品崎邊橋村水坂崎井澤橋山澤
　　　　　　　　　　　　奈
雅法学紀礼富正幸康春倫理緒
嗣子　子子之志子暢香子恵子

達良博新克正尚喜茂賢盛誠英
義夫文一三　武市男一郎　夫

長二二長長三二長二長二長二
男女男女女男男女男女女女女
新

野中鯉栄査赤沖上上寺伊沖
田立町町町町谷立野野尾友立

－『『圃■

σ、θ
，・”」

小
わ
じ

　
　
　
唖
壇

太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
大
倉
　
金
子
洋
石

◎
大
き
な
る
望
み
を
も
ち
て
卒
業
す

　
ま
だ
浅
き
春
と
も
思
い
障
子
閉
づ

　
雪
解
や
倒
れ
し
ま
・
の
道
し
る
べ

　
春
の
雪
袖
梯
ひ
つ
・
人
の
来
る

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
　
山
賀
　
芹
子

◎
水
音
の
大
き
く
あ
り
し
雪
問
か
な

　
雛
あ
ら
れ
小
さ
き
手
も
て
分
け
く
れ
し

　
街
灯
に
火
蛾
舞
う
如
く
雪
降
れ
る

吉
楽
美
奈
子
　
美
一
　
二
女
永
久
公
舎

　
た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
羅
醒
簾
窺
分
野

（
縣
酬
腱
転
軸
野

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

小
林
ト
ウ

小
林
徳
司

南
雲
キ
ク

星
名
ト
ワ

登
坂
朝
次
郎

齊
藤
ワ
カ

中
條
　
マ
イ

江
口
鶴
治

木
島
町

中
屋
敷

中
仙
田

高
原
田
赤
谷

朝
日
町
岩
瀬

小
白
倉

・
7
．
，

ー
ゆ
』

九八八七七六六五
三三三七二六四八

　
初
午
の
太
鼓
の
遠
し
雪
の
道

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
高
橋
　
与
平

◎
雪
壁
の
穴
に
ほ
う
れ
ん
草
囲
ふ

　
梅
の
鉢
日
向
に
出
せ
ば
猫
の
寄
る

　
珍
客
に
手
打
ち
新
そ
ば
招
じ
け
り

雪
肌
の
ざ
ら
め
つ
き
つ
・
春
も
来
し

　
　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

　
嫁
入
り
の
噂
話
も
日
脚
の
ぶ

　
雛
壇
に
窓
の
日
脚
の
伸
び
し
こ
と

　
径
を
ゆ
く
人
そ
れ
ぞ
れ
に
春
め
き
ぬ

　
雪
柳
こ
の
雪
中
に
花
を
つ
け

　
　
　
　
　
　
　
上
野
入
沢
宏
予

　
噌
り
の
し
き
り
に
雲
の
晴
れ
て
ゆ
き

　
久
方
の
雪
晴
れ
に
子
等
呼
び
交
し

・
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1大丈夫？　　1§2月の交通事故甦件数
蓼　　お宅のプロパンガス　　誉　　　　　　　　累計

1，郵欝鷲周辺が難liiliil
顕　　雪どけには雪の重みで破損　幾酒よい　0（0）0（1）

鞭誰1麗轟講諜典暴、

『
評
』

　
原
句
「
雪
壁
の
穴
に
ホ
ー
レ
ン
草
囲

い
あ
り
」
そ
の
ま
ま
で
判
る
の
で
あ
る

が
、
　
「
ほ
う
れ
ん
草
囲
ふ
」
と
し
た
方

が
そ
の
意
図
も
情
景
も
共
に
察
せ
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
興
趣
が
深
い
。

　
原
句
「
梅
の
鉢
日
に
浴
せ
ば
猫
じ
ゃ

れ
る
」
で
は
幼
稚
で
あ
る
。
猫
じ
ゃ
れ

る
ま
で
言
わ
な
い
と
こ
ろ
に
詩
興
が
湧

く
の
で
あ
る
。

　
原
句
「
セ
ー
ラ
服
大
望
も
ち
て
卒
業

す
」
は
セ
ー
ラ
服
の
説
明
は
不
要
で
あ

る
。




